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　私は、「長崎いのちの電話」開局当初から養成・研
修スタッフとして長くお手伝いをさせていただいて
おりますが、理論的支柱として先頭に立たれた今は
亡き川崎ナヲミ初代会長、事務局長として財政面を
支えられた三原茂先生、社会福祉法人化にまさに心
血を注いでくださった柴田芳男元県副知事さん等々
の真摯かつ精力的なご活動ぶりを目の当たりにして
おりました。
　私が、前任の中根允文理事長からそのバトンを引
き継いだのは2021（令和3）年6月のことです。その
際、一番に感じたことは、前述のお三方をはじめ草
創期にご尽力くださった諸先輩の「熱量」・「姿勢」
が確実に「今」に引き継がれているということでし
た。
　電話相談員さんたちの「365日休まぬ電話」を維
持するために営々として日々の電話当番に臨むその
お姿には心より敬意を表します。今年で認定者数は
509名となりました。この先も同様にして、先人・先
輩方から引き継いだ「いのちの電話」の理念を大切
にしてこの活動を継続していってほしいと、強く念
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《ご 挨 拶》
大きな節目のときに

じております。
　さて、長年、引き継がれてきたものを大事にして
ゆくことは勿論大切ですが、それ以上に『今』を見
直し、『次』に発展的に繋げてゆく努力もまた欠かせ
ないことであり、それは30年の大きな節目の年に
理事長の立場にある私に課せられた大きな使命のよ
うに思います。
　その意味でも、この「長崎いのちの電話だより・
30周年記念特集号」にお寄せいただいたお祝辞をは
じめ多くの皆様からのお言葉には、深く感じるもの
があります。
　若林一美先生のご寄稿にある「通りすがりの見知
らぬ人」は、まさに市井の名もなきボランティアに
よる「いのちの電話」の神髄を言い表すものだと思
いました。
　評議員・9名の皆様全員から一文をお寄せいただ
きました。そのおひとりお一人のお言葉には「次」を
考えるに当たり貴重なご示唆があふれています。今
後、早急に検討すべき課題もご提示いただきました。
　「鼎談」は、お三方がそれぞれのお立場で「今と次」
を様々に考えて下さっていることが窺えて、まさに

「特別」な企画で、読み応えがありました。
　こうしたお声を糧にして現場で頑張ってくださっ
ている相談員さんらと語り合って、次なる30年に向
けての大きな支柱を打ち立ててゆくこと、そして、
財政面を支えて下さっている実に多くの寄付・賛助
会員の皆様方にご報告ができるようにすることが、

「今」の理事長である私の努めであろうと心新たに
しております。
　ご関係皆様方におかれましては、引き続きご支
援・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

この「長崎いのちの電話だより」は、共同募金の配分金により作成しました。
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　「長崎いのちの電話」開局30周年を心からお祝い申
しあげます。理事長様はじめスタッフ、相談員の皆様
の長年のご苦労には多くの市民の方々が感謝されてい
ると確信しています。
　最近のボランティア活動は災害救援や貧困などに対
するものなど多様化しており、短期間の準備でよい活
動もありますが、「いのちの電話」の活動のように一般
の人が長時間の研修を受けて、漸く活動できる活動は
非常に貴重と思っています。しかも相談員になってか
らも相談者のニーズに寄り添うため継続的な研修が要
請されています。
　全国的にどの電話局においても相談員の減少や高齢
化で体制維持が困難となる中、「長崎いのちの電話」で
は電話相談ボランティア養成講座と合わせて、佐世保
市に新たな拠点を設けて人員確保に力を入れようとさ
れると聞いております。その努力に心から敬意を払い

たいと思います。「長崎いのちの電話」は1994年11月
5日開局され、年中無休で午前9時～午後10時まで相
談を受け付け、毎月10日と第1、3土曜日は24時間体
制でさまざまな悩みに向き合っておられます。新型コ
ロナ禍で相談体制を縮小した2021年度を除き、対応
件数はここ数年1万件前後で推移しており、2023年度
は9296件で、うち自殺に関する内容は7.5％に当たる
701件とのことです。「長崎いのちの電話」の積極的な
取り組みを長崎だけでなく西九州全体の皆さんにも広
く知って頂くことが重要なことだと思います。これま
で、この活動を理解し、指導されてきたスタッフの皆
様、経済的な援助を継続して頂いている皆様にも心よ
り御礼を申しあげます。個人的には仕事の上でお世話
になっていた前理事長の中根允文長崎大学名誉教授が

「長崎いのちの電話」でご活躍でしたので「長崎いのち
の電話」には親近感を抱くと共に私自身の活動にも強
い味方を得ていると思っていました。
　この30年間には様々な事件や事故、災害、2019年
末からは、新型コロナ感染症流行による社会、経済の
変化などがあり、「いのちの電話」の活動にも多くの試
練や、電話相談体制にも変化があったことと思います
が、今後とも時代にあった体制づくりを「いのちの電
話」連盟は目指していきたいと思っています。
　これまでの「長崎いのちの電話」の活動に敬意を払
い、今後の益々のご発展を祈念してお祝いの言葉とさ
せて頂きます。

一般社団法人日本いのちの電話連盟理事
社会福祉法人北九州いのちの電話

理事長　中 村  純
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名　　称 相談電話番号 受付時間 フリーダイヤル

北九州いのちの電話 093-653-4343 24時間 0120-783-556
　毎日 16:00~21:00
　毎月10日 8:00~ 翌8:00

フリーダイヤル「自殺予防いの
ちの電話」は、様々な困難や危
機にあって、自殺をも考えてお
られる方の相談電話です。
全国のいのちの電話で受けて
います。

※ フリーダイヤル相談では、長時
間、多数回利用の方に一定期間お
休みを取って頂く仕組みを導入し
ています。

福岡いのちの電話 092-741-4343 24時間

佐賀いのちの電話 0952-34-4343 24時間

熊本いのちの電話 096-353-4343 24時間

大分いのちの電話 097-536-4343 24時間

宮﨑いのちの電話 0570-783-556

《火 木 土 日》　
　18:00~翌4:00

《月 水 金》
　21:00~翌4:00

《受信可能地域》
　宮﨑・熊本・鹿児島・大分

鹿児島いのちの電話 099-250-7000 24時間

沖縄いのちの電話 098-888-4343 10:00~23:00

祝　辞
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順不同

　社会福祉法人長崎いのちの電話の相談電話が、開局
30周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上
げます。長きにわたり、多くの方々に寄り添い続けて
きたその活動は、地域社会においてかけがえのない存
在であり、孤独や不安を抱える方々が声を上げられる
場の提供となっています。その背景には、専門的な知
識と高い倫理観を持った相談員の方々の献身的な努力
があることは言うまでもありません。多くの人々に希
望と救いを提供されてきたその取り組みに、心からの
敬意を表します。
　長崎県における自殺者数は、平成16年前後をピーク
に、減少傾向にあります。これは、地域社会や多くの
関係機関による啓発活動や、相談窓口の充実といった
取り組みの成果の表れであり、まさに貴法人が30年
間にわたり、様々な人々の心の声に耳を傾け、共感と
思いやりをもって支援を行ってこられた結果のひとつ
だと思われます。
　ただ、依然として特定の年齢層や性別において自殺

者数が高い傾向が見られ、特に中高年男性において
その割合が顕著であり、深刻な社会問題であることに
変わりはありません。社会は多様化し、孤立を感じる
人々も増加しています。相談電話の利用者は、心の悩
みを抱えた多様な背景を持つ方々であり、それぞれに
抱える問題は一様ではなく、その支援には心理的サ
ポートの強化と、地域に根ざした支援体制の構築がま
すます重要となると考えられます。
　私たち社会福祉協議会は、様々な困難を抱える方を
社会的、また経済的に支える事業を推進し、地域福祉
の力で、「安心して暮らせる社会づくり」の実現を目指
しています。これは、貴法人の「いのちを尊重し大切
にする姿勢」と志を同じくするものです。本年６月に
は佐世保分室も開設されたとお聞きしました。相談の
輪を広げて、支えあう地域づくりに向けて、今後互い
の活動がさらに充実していくことを願ってやみませ
ん。
　開局30周年の節目において、改めて、その歴史の重
みと取り組みの意義を再認識するとともに、長崎いの
ちの電話のさらなる発展と、皆さまのご健勝を祈念い
たしまして、祝辞とさせていただきます。

社会福祉法人長崎県社会福祉協議会

会　長　濵 本  磨 毅 穂

祝　辞
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順不同

　「社会福祉法人長崎いのちの電話」が本年11月5日
に相談電話開局30周年を迎えられますことを心より
お慶び申し上げます。また、これまで365日休むこと
なく営々として受話器を握り続けて来られた500名に
近い相談ボランティアの皆さんには心より敬意を表し
ますとともに、相談員養成研修或いは継続研修を担っ
て下さった講師・バイザーの先生方、運営を担ってこ
られた役員・評議員各位や運営ボランティアの皆さん
に感謝と心よりのお労いを申し上げます。
　振り返りますと、本会が開局を追うようにして貴会
の支援に当たらせていただくようになったのは、1996

（平成8）年のことです。
　令和6年度の本会の事業計画書の中にも、公益目的
事業の一環・「地域社会への貢献を目的とする事業」
の第5項として次のような一節があります。
　「長崎いのちの電話その他社会福祉事業団体の支
援」。
　この地域社会貢献活動は、全国の法人会が、単に「健

全な納税者の団体」「よき経営者を目指すものの団体」
として活躍するだけでなく、地域に密着した活動を通
じて更に広く社会への貢献を目指すことを目的として
スタートした運動の一つですが、本会は地域社会貢献
活動のコンセプトを「社会に余り知られず、それでい
て有意義な活動を続け、継続的に経済的な支援を必要
とする事業」と定めました。
　平成8年当時の本会の諸先輩方は、無償の電話相談
ボランティア活動に精励し、まさに名もなき隣人とし
ての活動に徹する貴会の活動ぶりを知り、財政的にも
遍く浄財を募り自立の道を歩まんとするその姿勢に触
れて、地域社会貢献事業に最もふさわしいものとして
長崎いのちの電話への支援活動を選定しました。
　そしてこの基本姿勢は変わることなく代々の長崎法
人会メンバーに受け継がれて、以来、28年。貴会の歩
みを見続け・見守り続けて今日に至っております。
　全国の自殺者数は、一時期の高止まり状態を脱して
いるとはいえ、今も交通事故死の5倍を超えます。子
どもたち、女性の自殺者数の相対的増加もとても案ず
るところです。
　「様々な悩みや不安を抱え心理的に追いつめられた
状態にありながら、身近な相談相手もなく絶望した
り、生きる気力を失いかけている人たちに訓練を受け
たボランティアが電話を通じて相談相手となり、とも
に考え、助けあって苦境を乗り切る、市民によるボラ
ンティア活動」としての「いのちの電話」の本旨を貫き、

「次の30年」に向けて着実な歩みを続けて頂きたい、
と心より念願するものです。

公益社団法人長崎法人会

会　長　森  拓 二 郎

祝　辞
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『長崎いのちの電話』に長く関わって下さっている３名
の方に「①いのちの電話との関わり ②現状への思い 
③これからの期待や希望」等を中心にお話をしていた
だきました。

Ⅰ.いのちの電話或いは長崎いのちの電話との関わり

柿田：今日は、紙面の都合もあって、「自由闊達に」とい
う訳にも参りません。3つのテーマに絞っての鼎談とさ
せて頂きます。まずは、「いのちの電話との関わり」につ
いて、50音順で有永さんからお願いします。
有永：私は、相談員ボランティアの1期生です。32歳か
ら相談員を始め、52歳になった年に仕事が忙しくなり親
の介護も重なったので退会をしております。相談員応募
動機は、20代の頃から福祉事務所のケースワーカーとし
て働きながら心理学等の勉強会に参加して、「学んでき
たことをボランティア活動に活かしたいなあ」、「少しは
社会の役に立てたらいいなあ」という軽い気持ちでした。
退会して10年。スーパーバイザーとして5期目を担当さ
せて頂いております。
柿田：児童相談所に長く勤めておりましたので、養成講
座の中の虐待に関するテーマ担当の講師という形でお
声をかけて頂いたのが最初の関りでした。その流れの中
で、グループスーパービジョンのバイザーとしてお声掛
けを頂きました。虐待問題が年々社会的にクローズアッ
プされて児相の業務が非常に忙しくなり、一旦リタイア
し、県庁を退職後にまたバイザーとして復帰。今は3期
目です。理事、そして副理事長を拝命し、更に研修委員
長も今年度からさせて頂く事になりました。正直言っ
て、相談員としての経験が無い中で、無いからこそ見え
るものとかも有るかなと思って、ずっといのちの電話と
関わってきたつもりです。
湯口：日本で「いのちの電話」ができたのが1970年初頭
でしたが、私が東京のルーテル教会に行きだした20歳
そこそこの時期です。実はその教会の入るビル3階に「東
京いのちの電話」がありました。ビルの2階は教会の礼
拝堂があり、日曜日は10時半から礼拝がありました。時

折礼拝に出てくる見慣れない人がいました。後で知るこ
とになりますが、東京いのちの電話の草創期から関わっ
ておられた斉藤友紀雄さんでした。礼拝が終わればすぐ
に上の階に上がっていかれました。
　卒業後に私はラジオ伝道の「日本ルーテルアワー」に
務めましたが、偶然にも同じビルに当時はルーテルア
ワーのスタジオや事務所がありました。番組の収録は夜
で、9時・10時に終わります。ビルを出る時にまだ相談員
の方がいるのですね。大変な仕事だと思いつつ自動ロッ
ク付きのビルの扉を閉めて薄暗い外に出ていました。
　私は私立中高の民間校長に転職したのち、2008年に東
京いのちの電話の評議員となりました。設立時からルー
テル教会はいのちの電話と関係があったようで、ヘッド
カンプ宣教師が電話を立ち上げる際には資金の調達の
必要があり、家内の母親はクッキー焼きに毎週出かけて
いったと聞きました。
　2011年に埼玉から長崎に活水の校長として赴任しま
したが、活水同窓会や中高の校医をお願いしていた押渕
礼子さんが長崎いのちの電話に係わっておられ、彼女か
ら評議員に推されたのだと思います。お二人と違い、私
のいのちの電話との関わりは偶然の産物的なところがあ
るように思えてきます。
柿田：いや、でも、日本のいのちの電話の萌芽のところ
で関わっておられるというのは、すごく深い。
湯口：いのちの電話との関係は教会員の目から見ればと
ても自然なものと思えてきます。隣人を愛する、隣人を
自分を愛するように愛するという教え、あるいはそれは
むしろ恵みであるというのが教会の考えです、だから人
のいのちあるいはそれに寄り添うというのはいのちの危
機にある状況では当然な姿なのだろうと思います。それ
が実際にできるかどうかは大きな落差があると思いま
す。ですから相談員のかたには頭が上がりません。です
から私のような評議員の役割は何なのか、東京でも長崎
でもずっと考え自問し続けてきました。

柿田：ある意味それぞれ立場というか、
こう関わり方が違うというのも興味深
いことですね。
湯口： 90年代後半からWindows95が
広まりインターネットが仕事に必須と
なり、2000年にはいると一挙にメール

だけでなくSNSが一般的になり始めました。東京の評議
員会でも都からの補助で若者向けのネットによるパイ
ロット相談を実現しようという議論が起こった時期でし
た。2011年に長崎に移りましたのでその後の東京の経過
は分かりません。でもラジオもそうですが、テレビが出
てきてもメディアとしての存在は消えていません。用途
が異なっただけで、メディアは相互補完しあう性質があ
ると思います。だから新しいメディアが出てきても声を
伝える電話の存在は消えることはないでしょう。ただ状
況に適した使い方の変化は当然あると思います。電話の
1対1の対話型メディアとしての有効性、安全性、臨場性
の特徴はインターネットにはない特徴だと思います。

柿田多佳子氏
副理事長・研修委員
長／元児童相談所
所長

有永 裕之氏
スーパーバイザー／
長崎市社会福祉協議
会主幹

湯口 隆司氏
評議員／学校法人
活水学院理事長

特別
企画［て い 談］
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Ⅱ.「いのちの電話」の現状への思い

柿田：今、副理事長とか研修委員長として関わっていて、
もう少し情報交換とか情報共有とかを活性化できるとよ
いなと思っています。例えば、相談員さん達が日々の活
動の中で、どんな事を思っておられるかとか、こんな事
がもっとあればいいと思っておられるかとか、不安とか
不満も含めたマイナスの部分もだし、逆にこれがあるか
らいのちの電話の活動をやっていけるんだというプラス
の部分について、もっとこういう経験をシェアする機会
があるといいなと思われるとか、そういう事を共有する
機会があると良いなと感じています。
　研修の視点で言えば、相談員継続研修の中心となるグ
ループスーパービジョンのバイザーの先生方にも、ご自
分が担当するグループだけじゃなくて他のグループの状
況とかバイザー同士の感じていること、問題意識である
とか喜びであるとか、それぞれの立場を超えてお互いに
共有したりとかがあると、もっと厚みが増すというか膨
らむというか、新たな展開が期待できないかなという風
な気持ちがあります。
　それから、いのちの電話の創成期から続く理念や理想
といったものが、時代と共に変化を遂げるのかどうか、
変化した方がいいのかどうか、長崎いのちの電話に関
わっている皆さんはどう考えているのだろうか、などと
思います。
湯口：東京の評議員の時に大きなインパクトを受けたの
が東京いのちの電話主催のチャリティ落語会でした。
　前座さんからおなかが痛くなるほど笑った落語会で、
また来年も行きたいと思ったものでした。もちろんバイ
オリンのコンサートなども東京いのちの電話は開催して
いましたが、私には落語のほうがむしろ出かけやすい気
持ちもありました。喜怒哀楽こそが本来の人間らしいこ
とですよね。自殺予防の活動だから、笑い楽しむのはご
法度というのはどうも硬直的ですし、何より電話の固定
的イメージとなってしまう。だから東京いのちの電話の
落語会の発想は素晴らしいと思いました。
　特に理事や評議員、またいのちの電話を支援する人々
は、いのちの電話を支える輪を広げる一助として笑い楽
しむ機会と場所をつくり、支援者を増やし、盛り上げる
のも大切だと思い知らされました。パブリック・リレー
ション（広報）とは文字通り公的な関係作りの仕事だと
思います。
　人と人との繋がり方で一番良いのは対面ですよね。そ
れが表情もわかるし、コロナ禍の時に大学でオンライン
でやった時に一番困ったのは表情が全く分からないじゃ
ないですか。それを、相談員さんは、声だけでそれを聞
き取るというのはとてもすごい技術だとな思います。
柿田：私もそれは思います。対面相談の現場から来たので。
湯口：時間の共有という要素も電話のすごいところだと
思います。同じ時間をたった一本のラインだけで共通の

時間空間の中であくせくしないで時を過ごす。共時的な
関わりはいのちの電話の特徴ですね。
有永：相談員の気持ちから言うと、色んなジャンルの専
門家の方とか、高名な方が色んな立場で関わって下さっ
たり、幅広く市民の中から支えられているという事がす
ごく心強い気がしたのです。今でもそうです。
湯口：関わる時の敷居をどれだけ低くできるかというの
が1つのテーマかなと思いますね。とても皆さん共感す
ると思うのです、大事な部分でね。だけどどうやって関
わるのかと、1つは募金で関わるとかね。やっぱりその
ためには広報の部分がどうしても必要だろうし、その中
に落語もあるのなかと。
柿田：じゃあ次、有永先生のお話聞いて、また皆で相互

にやり取りしましょうか。
有永：いのちの電話の社会的な役割というの
は、悲しさとか辛さとか寂しさを抱えた人々
の社会的な心の受け皿になることで、それが
自殺予防に繋がるのではないかなと思ってお
ります。私の経験上、いのちの電話では解決
が困難な悩み、悲しさ、寂しさを抱えたコー
ラーから多くの相談を頂くのですけども、ア
ドバイスが効果を上げる事が少なくて、アド
バイスをしても後日同じコーラーから同じ内
容の電話を受けることが多くあるのですね。
こういう経験を重ねるうちに、コーラーに必
要なのはアドバイスではなくて、「自分の辛
い気持ちを分かってくれる人がいる」とコー
ラーに感じてもらう事であり、それがコー
ラーの心の支えになるのだろうと思うよう
になったのですね。対話によって心の絆が生
まれ、気持ちが整理されることが自殺を予防
し、コーラーが問題に直面して前に進むきっ

かけになるのだと思います。いのちの電話は相談先とい
うよりは「心を吐き出す場所」だと思います。どれだけ
心を吐き出せたかどうか、表現できたかどうか、それが
相談員の相談の結果を計る物差しでもあると思います。
　そこで今の相談員の皆さんに少しお願いしておきたい
事は、相談を聴くときは、コーラーが今日は何を言いた
くて電話を掛けてきたのだろう、どんな気持ちで掛けて
きたのだろうという関心を最後まで忘れずに、話をそら
さずに気持ちを受け止めて聴いて頂きたいなという事で
す。こういう相談員の1つ1つの活動がいのちの電話の
社会的な心の受け皿としての役割を果たして自殺予防に
繋がるのだろうと思っております。
柿田：ありがとうございます。相談員を経験しての血の
通ったお言葉が有難いです。
有永：4月に「公開ミニ講演会in佐世保」で柿田さんが
仰ってたのは、いのちの電話の相談員は匿名のボラン
ティアで報酬が無い。自分がボランティアであることも
明かすことが無いのだよと。非常に厳しいけれども純粋

有永：相談員の頃、色んなジャンルの専門家や高名な方が関わって下さるということがすごい心強かった。
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性が高いボランティアであるという事を仰ってたと思う
のです。私自身も、いのちの電話は実は「名も無き隣人」
だなと感じています。自分がボランティアしてますとい
う事を誰にも言わないし、こういう苦労をしてるんです
という事を誇ることも無いですね。本当に無名の隣人と
して、名も無き隣人として定期的に相談室にやってきて
相談して帰る、淡々と日常を繰り返すという名も無き隣
人としての仕事にすごい尊さがあるのではないかなと
思っておりまして。ちょうど柿田さんの講演でも同じよ
うな事を仰ってたので、ああ共感するなと思っています。
柿田：4月のミニ公開講演会では「傾聴」というテーマで
したし、そこを丁寧にお話ししたつもりです。相談機関
にいた私としては、相談機関に来れる人はそういう能動
性が発揮できるとか、相談に来るだけの支援を受けられ
る訳ですよね、誰かに連れて来られるにしても。一方で、
コーラーはそういう伝手も機会も能力というか力も無い
なかで、一人で抱えていられない、このままでは潰れる
という時に電話線という細い糸を伝って誰かに聞いても
らうというのを選んでいる人達だと思うので、まずはと
にかく聴く事、受け止める事っていうところの原点が傾
聴だろうという事で話させて頂いたところでした。
　『相談』という呼び方にどうしても惑わされるという
か、相談を受けたからにはそれを解決しないといけない
とか、この人の役に立たねばいけないという直接的な相
手の悩みを解決する事っていう風に思ってしまいがちな
のだろうと思うのですよ。それはボランティアの方々が
本当により純粋で志が高いからだと、そこは重々承知な
のですが……。中々そこら辺が皆さんが一生懸命であれ
ばあるほど一歩進んで何かができないかっていう所との
せめぎ合いみたいな感じはスーパービジョンをしている
と思うのですけど。
　湯口先生が仰ってる東京の落語会とかありましたけど、
確かに相談ボランティアだけがいのちの電話の参画では
無いと思うので、相談ボランティアは出来ないけど応援
はしたい人達に何か関わってもらうっていうそういう方法や、
その選択肢がもっと広がるといいなって思いますね。

Ⅲ.これからの期待や希望について

柿田：これからのいのちの電話への期待とか希望ですね、
30周年を迎えて更に今後どうなっていくのか、どうなっ
ていくのが良いのか、どうなって欲しいのかみたいなと
ころ、じゃあ湯口先生から順にお願いします。
湯口：今年7月中旬にアメリカでの宣教師のリユニオン
に行ってきました。日曜日の礼拝で近くの教会に誘われ
ていきましたが、教会の入口にノアという名のゴールデ
ンレトリバーが座っていてしっぽを振っていました。ノ
アを教会に来た人が抱きついて、牧師と挨拶して礼拝堂
に入っていきました。このようなワンちゃんがいる教会
の光景は以前はなかったです。いま全米で130頭のゴー
ルデンがComfort Dogと銘打ったミニストリー、つまり

教会による奉仕の一環でルーテル教会の礼拝や学校など
に参加しているとのことです。
　正式には「K-9ミニストリー」と称していますが、英語
の「ケイナイン」という発音はラテン語で犬のことです。
ドッグと呼ばずに敬意を払っている感じがします。実
は飛行場のコンコースにも旅行客が自由に抱ける（Pet 
Me）表示の元で、大型のワンちゃんが座っていました。
　教会の伝道としてのK-9はことば中心の教えや癒しか
ら多様な癒しを提供する方向に向かっていると感じま
した。言葉で話してもおそらくワンちゃんは十分には分
かっていないと思いますが、ひとがワンちゃんを抱くこ
とはアニマルセラピーの一つなのでしょうね。それは先
ほどの電話による相談員の方がたの傾聴の行為と同じよ

うに感じました。
有永：これからのいのち
の電話への期待、希望と言
うよりは、課題と魅力につ
いてお話しします。いの
ちの電話の長年の課題は、
ご存知の通り相談員数の
伸び悩みなので、少しでも相談員の仲間が
増えて欲しいのです。長年相談員をしてい
て感じた事は、「電話相談員ボランティアは、
簡単ではないけど魅力がありますよ」という
事です。
　私が相談員をしていた時のエピソードで
すが、ある女性相談員が相談員になって数
年後の事です。妹さんから「ねーちゃん何か
変わったね」って言われたそうなんですね。
ちょうどその頃、私もその人に対して、物
腰にゆとりや柔らかさが増したんじゃない
かなと感じていたのですね。心の懐が深く

なってらっしゃる。
　人の心に向き合うということは自分の心の修行でもあ
ると感じてます。電話相談員さんは、1つ1つの相談を通
して緩やかに少しずつ成長していくように思うのですよ
ね。相談員は傾聴の基本である相槌とか繰り返しとか要
約などの面接技法の習得に努めるだけじゃなく、知識や
感性を磨いて自分の心の在り方を見つめながら前に進む
必要があるのですね。これは武道等と同様に「相談員道」
とも言うべき終わりのない修行の道だと思うのです。そ
の修行を続けていると人は変わっていくのですね。私が
20年間相談員をやって感じた事は、①活動を通して自分
が成長すること、②同じ志を持った仲間との絆があるこ
と、③時には相談を通して喜びがあること。この3つが
相談員の見えない報酬であり、やりがいだということで
す。このてい談を読んでらっしゃる方にお伝えしたい事
は、もし自殺を予防したい、相談を通して社会の役に立
ちたい等のお気持ちを少しでもお持ちなら、このような
3つの魅力も考慮いただいた上で是非いのちの電話の相
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柿田：（全国のセンターで色々な試行錯誤があったけど）一周廻ってやはり『電話』じゃないの？ って気がして。柿田
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談員や相談活動を支える運営ボランティアにご応募頂き
たいなと思うのです。参加した先には何か魅力がありま
す。是非お仲間になって頂きたいなという事をお伝えし
たいなと思っております。
柿田：ありがとうございます。
湯口：すごいまとまっている。
有永：魅力が伝わらないとボランティアの応募に繋がら
ないと思いますね。一歩踏み出す勇気というのは中々出
ないですし、ちょっとでもやってみようかなというお気
持ちに繋がれば良いなと。あくまでも対象者のお気持ち
を支えるということが目的ではありますが、それをする
ためには自分自身も学んで変化していかないといけませ
んので、それは両輪だと思うのですね。支えたい気持ち
と自分自身も研修しながら学んで進みたい気
持ち、その両輪があってこそいのちの電話の
ボランティアの質が上がっていくので、その
事を一緒に目指す仲間になって頂きたいな、
という事を思います。
柿田：最後に私なんですけど、内部向けの広
報紙の1月号に30周年を頭に置いて年頭の
言葉を書きました。
　いのちの電話がどんなものかというような
ところは、それは変わらなく続いていくので
はないかと。30周年はある意味めでたい、30
年も続いたという事はそういう実績だし、と
ても素晴らしい事だけど、ボランティアさん
達が日々受ける電話は今年も31年目、32年
目もそれは変わらず、淡々と続いていくだろ
うなというような事を書かせて頂きました。
そういう意味でいのちの電話が今後どうなっ
ていくかと言う時に、基本理念、基本的な在
り方は変わらずに、逆にそれを事あるごとに
確認しあいながら皆がそうだよねって納得できる形で進
めていってほしいなと私としては思ってるのですね。
　普遍的なものは普遍的なものとして、でも今じゃあそ
れだけでいいのか、他に成長していくとか組織として変
わっていくべきところは無いのか……、と。これからも
色んな変われる部分というか新たに付け加える・取り込
める事とかを見つけて着実に進めると良いのかなってい
う風に思います。
　もう1つ、仲間を増やすこともですけど、減らさない
というのも大事かなと思っていて。仲間になったら仲間
同士で支え合ったりお互いに魅力を確認しあって、この
場から離れなくてすむような仕組みというか、そういう
のを作る色々なサポートを考えるという事とか、それは
継続研修のグループスーパービジョンもその一環だと
思っています。
　もう1つは、佐世保分室のスタートです。電話を受け
る場が長崎に1箇所しか無いということだと遠隔地の人
が非常に来づらいとかハードルが高くなるという事にな

ります。そこで、まずは県北にもう1つ拠点を置いてみ
ようと。その意味で佐世保分室は将来に向けての大きな
一歩かなと感じています。
　大事なこと普遍的なことを守りつつ、変われる変わっ
た方が良いとかプラスした方が良い事をどんどん見つけ
て確実にやっていくみたいなのがこれからのいのちの電
話への期待というよりも希望というか、そういうところ
かなと思っています。
　では、色々話題になった事を振り返りながら最後皆さ
んでシェアしてお終いにしたいと思います。
湯口：いのちの電話のミッションス
テートメントの確認ですよね。例えば
それが電話なのかLifelineなのかとい
うところだけでなく、今後業務の在り
方として組織目的の議論に直結しま
すね。その確認から議論をきちんと進
めていく必要があると思いますよね。大学とか学校でい
えば、所謂「建学の精神」にあたります。とにかくそこを
外してはダメだというのが我々身に染みているのだけ
ど、危機的になればなるほど、少子化になればなるほど

「建学の精神」に立ち戻る、教育の存続に関わる部分です。
いのちの電話もミッションステートメントがあるのであれば、
そこをきちんと議論し、関係者が自分のこととして考え
る、それじゃあ、どのメディアを誰に対して、訴求対象が
誰なのかというのを決めて相応しいメディアを使うとい
うプロセスに当然なると思います。30年だから丁度いい
機会かもしれませんね。そこの部分がどうなっているのか。
有永：設立目的ですよね。何のために我々はこの法人に
参加してこの活動をしているのか。それを押さえるのは
非常に大事な事だと思います。そこからですもんね。湯
口先生が仰られた事は非常に大事な事だと思います。
柿田：私個人的には、『一周回ってやはり電話じゃない
の』という気はしてるのですよね。メール相談に取り組
んでいるセンターもあると聞いてますけど、やっぱりこ
う時間を共有することに意義があるんじゃないかなとい
うのを強く感じていてですね。細い線を伝ってこっちと
あっちに居るというそういう抽象的な意味での息遣いを
お互いに感じるみたいなのが、このいのちの電話の醍醐
味でもあり一番大切にしないといけない部分なんじゃな
いかなって私としては思ってるのですけど、皆さんがど
う思うのかとかそこは良い機会なのかもしれないです
ね、これからっていうのを考える時に。
　と言うことで、本日の鼎談はお開きとさせて頂きま
す。ご 多 忙 の
中、お二人とも
ありがとうござ
いました。とて
も参考になる良
いお話を聞かせ
て頂きました。
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自
己
成
長
の
場
。
是
非
お
仲
間
に
加
わ
っ
て
！
」

柿 

田「
電
話
線
通
じ
て
伝
わ
る
息
遣
い
を
感
じ
る
こ
の
醍
醐
味
」

湯口：オンライン授業では表情が分からなくて困った。相談員さんは声だけで分かるってすごい技術だなと。湯口
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　私たちは、「慰めの言葉」を持つのだろうか、というこ
とを考えることが多い。
　30周年を迎える「長崎いのちの電話」が始まったのと
ほぼ同じ頃から、目的や対象は異なるが、我が子と死別
した親たちの会「ちいさな風の会」に世話人として関わ
るようになった。この会が始まるきっかけとなった新聞
連載記事を書いたことから始まっている。1988年にス
タートし、以来すべての集まりに出席しているので、平
均すると年間500人位のご遺族のお話しをきいてきたこ
とになる。
　集会のなかでは、話したいことがある人がいれば話し、
亡くなった理由はもちろん名前も言いたくない人は、そ
のまま座っているだけでも、気まずい思いをしたり、だ
れかに話をさえぎられたり、うながされたりもしない。
　客観的に見れば、その時に応じて、聴き手であったり、
語り手であったりする。その場にいる人のほぼすべてが、
自分の抱える苦しさゆえに、他の人のことが目に入らな
いということもあるかもしれないが、その人の持つ苦し
みが自らとも重なり、時にうなずきとともに、ため息の
ような声がもれたり、涙が流されることがあっても、話
が中断されることはないのだ。
　親しい人、やさしい人からの慰めの言葉で傷つくこと
も少なくない。悪気ではなく、元気にさせたいという善
意とわかるだけに、そのまま聞き流すしかなく、ひとり
傷つくしかない。
　「よく生きていられるね。私だったら耐えられないと
思う」といった乱暴な言葉が投げかけられることもある。
　まわりの人は、一年が区切りと思うのか、「もう一年
たったのだ。すっかり忘れていた」と言われたり、無理
に明るく振舞っていると、「気丈だね」と言われたりも
する。暗い顔をしていると「頑張れ」とか「元気をだして、
しっかりしなさい」と言われ、どういう顔をすればよい
のかわからなくなり、外出を避けているという人も多い。
　身内もはじめのころは気遣ってくれるが、実の姉か
ら、３か月ほどたった頃に、「いつまでもそんな顔をされ
ていると、こちらも気が滅入る」と言われて衝撃を受け
た。愛するわが子を亡くしてまだ日も浅いのに、たとえ
肉親でも、他の人にはわかってもらえない悲しみなのだ
と、改めて感じたという。
　「人からの慰めは傷つくし、理解されようとも思わな
い。何も言わずに、同情的な目で見られることもあるが、
よけい悲しくなる」

　など、体験の壁の大きさをしみじみと感じ、「自分だけ
の悲しみ」として、胸にかかえることになる。
　この会のなかでの会員同士の関わりを見ていると、人
は言葉ではなく、むしろ息遣いやまなざしによって、勇
気づけられたり、慰められたりもするのではないのかと
感じる。
　他者からの慰めとは、そのようなところにあるのでは
ないか、とも。

／生きることに目をとめて／
　死を思っていたひとりの少女のことなのだが、死別と
は異なるものの、理由のないいじめの標的とされ、苦し
い毎日を送っていた。　
　転校したばかりの小学校。両親は、新しい土地での生
活に慣れることに精一杯の様子だった。親に心配をかけ
たくないと、いじめのことは自分だけの胸に納めてい
た。学校に行っても誰とも話せず、「死ね」と書いたメモ
が机に入っていたりした。はじめのころは、無視される
ことや、意地悪されることがつらく、自分が平然として
いればやり過ごせると思っていた。しかし長引くうちに、
人から受ける暴力的な言動に怒りがむくのではなく、級
友から見えない自分、自分の存在に自信がなくなってし
まった。「生きていてよいのだろうか」「生きる価値など
ないのでは」―「死にたいのではないが、生きている意
味のない人間に思えてならなかった」そして、いつも死
ぬことばかりを考えるようになっていた。
　そんな日々、下校時間になり、重い足を引きずりなが
ら、ゆっくりと家路に向かっていた時、見知らぬ人から

「暗くなってきましたよ。おうちの人も心配するから気
をつけて帰ってね」という言葉に、はっと我にかえった。
翌日も偶然にその人に会うと、「おはよう」「朝は何をた
べたのかしら。行ってらっしゃい」と言葉をかけてくれ
た。なにげないひと言だった。
　その時、少女は、「自分は見えている」「生きていてよ
いのだ」という自らの存在が赦されるように思えた。
　その少女は、その後音楽への道を進み、声楽家として
与えられた才能を開花させている。彼女は当時を振り返
り、「通りすがりの見知らぬ人のひとことで、私は救われ
たと思っています。幼い自分にとって、生きることに目
をむけてくれた言葉でした」
　声かけをした人は、何十年も昔、自分の声かけがひと
りの少女のいのちを救ったなど、おもいもよらないこと
だと思うし、きっと記憶にも残っていないのだろう。し
かし、その人の何気ないひとことが、かけがけのない大
切ないのちの芽を守ったのだ。
　私たちの誰もが、様々な理由で「生きる力」を感じら
れなくなってしまうことがあるだろう。そんな時、専門
家の助力ばかりでなく、傍らの人たちのさりげない関わ
りが、生きる力につながるきっかけとなることもあるよ
うに思える。

慰めの言葉
子どもを亡くした親の会のなかで

特別寄稿 〈相談員の皆さんへ〉�昨春の公開講演会の講師・若林一美先生から開局30周年に際し、珠玉のお言葉を寄
せて頂きました。（講演録はHPでご覧ください）

 ちいさな風の会世話人
代 表　若林 一美
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局30周年記念の寄稿文として相応しいものではない
かもしれませんが、長崎いのちの電話の活動が30

年間続けられていることに、祝意と共に悲しみを覚え
ます。それは、それだけ生きることに困窮し、死を選ぼ
うとする人が後を絶たないということだからです。組
織としての発展は喜ぶべきことなのかもしれませんが、
電話相談を必要とする方々がおられることを考えると
複雑な思いになります。お叱りを受けることを覚悟で
申し上げれば、生きることに困窮し、死を選ぼうとす
る人が一人もいなくなって、喜びの内に長崎いのちの
電話が閉局する将来が来ますようにと願っております。
　しかしながら現実として、長崎いのちの電話の存在と
働きは、県内においてさらに重要度が増しています。厚
生労働省が発表している自殺総合対策大綱には、生きる
ことの阻害要因として「過労、生活困窮、育児や介護疲れ、
いじめや孤立等」が挙げられています。つまり自殺は個
人の突発的な感情によるばかりでなく、社会的な要因に
よって「追い込まれた末の死」である場合が多いという
ことです。県内の人口や経済が縮小し、社会的な不安が
広がる現在、長崎いのちの電話はさらに必要とされるで
しょう。
　長崎いのちの電話は命を守る最前線です。長崎いのち
の電話のおかげで助けられ、救われている方々がいます。
この尊い働きがなされていることに感謝いたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

は、司法書士です。「司法書士の職責は、常に品位を
保持し業務に関する法令及び実務に精通して、公正

かつ誠実にその業務を行わなければならない」と定めて
います。それによって、国民の権利保護に寄与すること
を目的としているからです。
　ところで、私たちの職務の一つに相談業務がございま
す。法律的な悩みや相談は、どうにかして解決すること
が可能ですが、法律では解決できない悩みや相談事がた
くさんあります。相談者の話を聴いているうちに、真の

問題はほかにあることがわかってきます。しかし、深い
ところにある真の問題を聴くことはとても難しいこと
です。職業柄、法律的な解決の事ばかりですが、相談者
の真の問題を見逃してしまい、失敗したこともあります。
現在社会は多様化し、考え方も様々です。また、心の病
を抱えている方もいらっしゃいますから、それらの知識
がなければ、相談に応えることもできませんので、とて
も難しい時代です。
　そして、相談者の解決できなかった悩みや相談をどこ
かに紹介し引き継げることができなければ、相談者はそ
れを解決することもできずにいることになります。その
ためには、他の機関と協働することがとても大切なこと
だと思います。いのちの電話の世の中に明りを灯す活動
に、大勢の人が癒され、そして平穏な日常に戻れている
ことと思います。
　いのちの電話のスタッフの皆様のご健勝ご活躍をお祈
りいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

崎いのちの電話の評議員には、田村事務局長のお誘
いもあって就任しましたが、実は、30年前の「長崎

いのちの電話開局式」に長崎県弁護士会を代表して（当
時、副会長でした）参列し、全員での記念撮影にも写っ
ています。開局当時の相談電話番号が「0958-42-4343」と、
市外局番が4桁になっているのも懐かしいことです。
　さて、開局当時は任意団体でしたが、2002（平成14）年
11月6日に社会福祉法人として県の認可を受けておられ
ます。
　認可当時の基本財産額（定期預金）は2600万円だった
とのこと。これだけの浄財を広く募るには大変なご苦労
があったであろうと、柴田芳男会長（法人化後に理事長
就任）や今は亡き三原茂事務局長を筆頭とする関係皆様
方のご尽力・ご奔走には今更ながら改めて頭の下がる思
いでおります。
　さて、この「基本財産」ですが、その処分（定期預金の
取り崩しなど）に当たっては県の認可が必要です。また、
将来的に法人が解散となった場合、もともとの寄付者に
返還するとか関係者間で配分することは法律上も認めら
れていません。
　この仕組みは社会福祉法人の健全な運営上、重要なも
のではありますが、皆さんにとっては「宝の持ち腐れ」
状態に映るのではないでしょうか。

評議員さんからの『ひと言』ページ �社会福祉法人長崎いのちの電話には、9名の評議員さんがおられま
す。それぞれのお立場から苦言・提言を含め『ひと言』を頂戴しました。

長崎古町教会
牧 師　浅場 知毅

開

川端辰長司法書士事務所
所 長　川端 辰長

私

國弘達夫法律事務所
所 長　國弘 達夫

長
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　「次の30年」に向けて、この活動を安定的に継続する
ための基盤となる費用等への投下など、基本財産の有効
活用検討も視野に入れて頂ければと思います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

は、長崎市議会議員・５期、長崎県議会議員・３期と
人生の大半を議会人として歩んできました。様々な

地域社会活動にも参加してきております。
　この間、実に多種多様な「ご自身が生きていく上で障
害となる課題」を抱える方のお手伝いをさせてもらいま
した。こうしたお手伝いの場では、まずは「今、一番お
困りのことは何か、その解決・解消のためにはどのよう
な対策が有効か……」と周りの皆さんと一緒に考えます。
いかに早く必要な社会的資源につなげることが出来るか
が問われていたと思います。
　私は、こうしたことが習い性になって現在に至ってい
ますので、「いのちの電話の相談活動」とは、その趣が随
分と違うものだな……と、お話を伺うたびに思います。
　「自分の経験や知見・知識はいったん横に置いて、まず
は相談者の『辛い』『苦しい』『寂しい』などの声をありの
まま受け取るように耳を傾ける」……。私のような「ま
ず解決策を考える」者にはとても難しいことですが、こ
の傾聴・受容・共感の姿勢こそが電話相談員さんの基本
と伺い、とても勉強になりました。
　さて、ひとつ提案があります。「相談」と言うと、どう
しても解決策を探るというような結びつきになると思い
ます。長崎で30年、長いところでは50年以上に渡って
慣れ親しんだ呼び方ではあるのでしょうが、「電話相談
員」ではない何か別の、活動にふさわしい呼び方がある
のではないでしょうか。30周年を機にご検討下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

とんどの社会福祉法人は、建物等の福祉施設を有
し、その施設利用で得る収入や補助金等により運営

を維持しています。その意味では長崎いのちの電話は特
殊な運営形態の社会福祉法人で、自前の収入源を持ちま
せん。個人・法人を問わず各方面からの寄付金や賛助金
が頼りで、加えて県の補助金などが運営経費に充てられ

ています。
　こうした運営活動が可能なのも、電話相談員さんらが
無償のボランティア活動に徹しておられるからで、この
ことには心より敬意を表するものです。
　しかし、守秘義務や匿名性の観点から相談員さんたち
が資金確保に動くことには、無理がありましょう。
　そうすると運営資金集めは、もっぱら外部との接点を
持つ理事さんたちのお役目ということになります。それ
ぞれが他のお役もあり大変でしょうかが、財務面がしっ
かりしていて初めて自立的な活動が出来る訳ですから、
どうぞ宜しくお願いをいたします。
　資金集めには、様々な方法・手段がありますが、やは
り基本は、一人ひとり、この活動の意義を理解して下さ
る方を増やし、支援の輪を大きくして行くことでしょう。
この点では及ばずながら評議員の一員としてお手伝いを
させて頂く積りでおります。
　そこで、思うことですが、『応援団』（或いは「後援会」
など名称は色々かと思います）を組織化したら如何で
しょうか？こうした課題に絞って役員・評議員がまず集
まる。その中で様々なご意見が出ようかと思います。ど
うぞご検討下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

のちの電話のスーパービジョンに関わってきて、次
のような過程を私は感じています。それはコーラー

（相手）が「何を話しているか」よりも「どんな気持ちで
話しているか」に関心を向けることです。そうしながら
相手の気持ちに寄り添っていき『辛かったですね』『それ
でも、よく掛けてきてくださいましたね』と真心の籠っ
た言葉で受け容れます。同時に「掛けてきた訴えの背景
には何があり、何を望み、どういう気持ちになると安心
するのか」と相手の訴えの核心に、心を鎮めて傾聴して
いきます。傾聴していくと相手に提案したり経験を分か
ち合いたいという自分の思いが出てきますが、それは言
葉にしません。なぜなら、いのちの電話相談は「心のサ
ポート」をするのであって「悩みに解決を与えるサポー
ト」はしないというのが ―自死を訴える相手に危機介入
を行う以外は― 私が理解しているいのちの電話相談だ
からです。つまり「コーラー中心」の相談だと理解して
いるからです。
　そのためには自分の「無力」を認め、相手には回復す
る力があると信じて、相手の話し方に込められた気持ち

（打ちひしがれた、怒りに満ちた、悲しみに満ちたなど）
に共感し、今の相手に相応しい真心の籠った言葉で応答
して相手に繋がっていく。この繋がり体験（出会い）を
通して相手が安心し、相手が持っている力が呼び覚まさ
れ、相手自身の努力でその望みが叶えられていく。この
ようなサポートをするのが、いのちの電話相談ではない
でしょうか。

元長崎県議会議員
下条 文摩左

私

税理士法人波多野アンドパートナーズ会計事務所
代表社員　波多野 徹

ほ

原口カウンセリングルーム
所 長　原口 芳博

い
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のちの電話」は電話相談活動として長い歴史を持ち、
自殺防止の観点から年々その重要性は増している。

　同電話と内容は違うが、私も警察の「ヤングテレホン」
（1986～2012年）に長いこと携わり非行等問題と向き合っ
てきた。退職した現在もNPOの電話相談に携わってい
る。しかし、相談者の声を本当に「聴く」ことができたと
感じることはあまりない。聴けたつもりの自分がいるこ
とに気づかされ「聴く」作業の難しさに直面する。ただ
私が相談者の話を「聴く」うえで大切にしているのは相
手を尊重するということである。
　電話相談の中には様々な内容がある。真剣な相談もあ
れば、こちら（相談員）を試したりする内容もある。「解
決」を求めているだけとも限らない。そこには顔を見ず
して気軽に相談できるメリットがある一方、電話相談特
有の難しさ（架け手優位）があり、相談員を何年経験して
も、受理から終結までの対応が容易でないことを実感す
る。
　特に「いのち」が見え隠れする内容は難しい。故に相
談員は多くの葛藤を抱えながら電話対応をしている。そ
れでも相手を尊重しながら話を聴いていくと「思い切っ
て相談して良かった」と肯定的に受け止められることが
ある。相談員が「力」をもらう瞬間だ。相談者と相談員は
相互関係だ。生きづらい世の中だからこそ、そんな関係
性を大切にしていきたいと願う。
　電話の前に座り続けて約40年。今日も電話の向こう
にいる方の声を待っている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

長崎いのちの電話に関わらせて頂いた、平成
を振り返りますと、「危機」への意識が社会に
広がった時代だったと思います。「危機」とは、

自分と相手や生活との関係性に起因する「心の不健康」
を言います。病気ではないのでクスリを飲めば治るとい
うものでもありません。「危機」に陥ると、感情を自分だ
けでは抑えきれない感情に悩まされます。感情を「行動」
にするか、「ことば」にするのかで、その後の転帰は大き
く変わるのです。
　我が国での自殺者が、毎年2万人を超え続けている状

況です。死にたい「感情」を「ことば」にして、誰かに相
談することで、自殺を思い止まることもできるでしょ
う。平成の世相では、「ストレスと働き方改革」「天災や
特異な犯罪の多発」「少子高齢化」など、社会のどこかに
かわいそうな人たちがいるのではなく、日々の生活の中
で、自分がいつ「危機」に陥るかも知れない、との思いを
感じる場面ばかりでしたね。
　令和のコロナ禍とスマホ全盛で、良くも悪くも個別化
や分断化が進んでいます。技術の発展は、人の「つなが
り」を促進する利点だけではなかったのです。ネット上
の「ことば」の暴走による自殺も相次いでいるようです。
こんな時代だからこそ、長崎いのちの電話での、相談員
との「ことば」の支援が大切なのだ、と思いを新たにさ
せられます。
　分室開設で一層の支援充実を期待するとともに、相談
員の「危機」回避を祈ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

のちの電話」は『命』と書かずに『いのち』とひら
がなで書きます。漢字で書いてしまうと身体的な

生命になってしまう、でもひらがなはひとの精神的な面、
いのちの尊さが伝わる文字です。ひらがなで書くと、と
ても人間的なあったかみがあるなと思います。
　英語のいのちの電話はLifelineですが、命（ライフ）だ
けでなく線・つながり（ライン）です。身体的な生命は
死の三要件のように生物的動きで定義されますが、人間
の尊さ、尊厳は個人の身体性だけでなく人とのつながり

（ライン）の中で初めて人間らしい生き方ができる、その
ような発想を命名に感じます。
　「いのちの電話」が開設された当時は電話しかなかっ
たのですが、でも「いのち」を結ぶ「きずな」という意図
があったのだと思います。電話だけだと技術的響きです
が、いのちの電話と続けるとラインからきずなを感じさ
せる温かみのある日本語になるということなのではない
でしょうか。
　「いのちの電話」はその意味でとても深い意味を含む
表現だと思ってきました。
　相談ボランティアの皆さんは、この細い一本線で、一
期一会とはいえ、とても太く深いきずなを結ぼうと、ま
さに1年365日休まずに活動を続けておられる。そのこ
とに深甚なる敬意を表したいと思います。
　そして、相談員のきずなも次々とバトンタッチしなが
らたゆまず続けることに大いなる意味がありましょう。
この先、「次の30年」と言わず、長くこの活動が続くこと
を願っています。

公益社団法人犯罪被害者支援センター
理事長　前田 和明

「危機」と
いうこと

学校法人活水学院
理事長　湯口 隆司

「い

NPO法人DV防止ながさき
平山 由美子

「い
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春の公開講演会（厚生労働省自殺防止対策事業） 開催年 秋の公開講演会（開局・周年記念事業）

ストレス社会をどう生きるか
2015
平成27

誰でもわかる認知行動療法
～こころを軽くするヒント～

田川療養所診察部審理室長

前  田 　和  明
一般社団法人
認知行動療法研究開発センター理事長

大  野 　　裕
身近な関係に起きる暴力～相談・支援・
防止啓発活動を通じて見えること～

2016
平成28

癒しのユーモア
～いのちの輝きを支えるケア～

ＮＰＯ法人ＤＶ防止ながさき代表

中  田　慶  子
淀川キリスト教病院理事長

柏  木　哲  夫
私の臨床経験といのちの電話での経
験を振り返って

2017
平成29

「万葉集」歌えば命の泉わく

活水女子大学特別専任教授

長  尾 　　 博
奈良大学文学部教授

上  野　　　誠
いのちに寄り添う
～くちごもるだれかのとなりで～

2018
平成30

ネット依存の現状と課題～深刻化する
若者への影響と 急がれる社会的取組～

ＮＰＯ法人ウエスレヤン・コミュニティカレッジ
理事長／まちなか相談室「風の舎」代表

内  村　公  義
独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター 院長

樋  口　　　進
児童虐待防止と地域でできること

2019
令和元

中高年のひきこもり
～８０・５０問題の実態と背景～

長崎県長崎こども・女性・障害者支援センター
所長

柿  田  多 佳 子
愛知教育大学大学院
教育実践研究科准教授

川  北　　　稔 （基調講演者）
性暴力被害者に関わって
見えて来たもの

2020
令和 2

繰り返される偏見と社会的烙印（スティグ
マ）～「コロナ禍」の中で見えてくる課題～

元「サポートながさき」支援担当員

平  山  由 美 子
長崎いのちの電話理事長

中  根　允  文

生き辛さを抱える女性達
2021
令和 3

コロナの時代を我々はどう生きるか

長崎県助産師会

中  村  まり子 （基調講演者）
長崎大学熱帯医学研究所教授

山  本　太  郎
With コロナの時代に向かって 改めて問わ
れる「聴くこと、寄り添うこと」の意義と意味

2022
令和 4

釜ヶ崎で共に生きて見えた真実～今こそ
人が人として幸せに生きられる社会を～

北九州いのちの電話
副理事長・研修委員長

冨  安　兆  子
カトリック司祭

本  田　哲  郎　
いのちのメッセージ
～死別の悲しみを超えて～

2023
令和 5

子育てで一番大切なこと
~ こころの健康を支える～

ちいさな風の会代表世話人

若  林　一  美
福井大学
子どもの心の発達研究センター客員教授

杉  山  登 志 郎
僕は発達凸凹、
でも前向きに生きていく

2024
令和 6

大人も子どもも「 助けて！」が言えな
い～この社会を変えるヒントを探る

「僕は発達凸凹の大学生」著者

山  田　隆  一
精神科医 国立精神・神経医療研究センター
薬物依存研究部部長

松  本　俊  彦

春・秋 公開講演会　　　　ラインナップ �春の公開講演会は2015（平成27）年にスタートしました。
2020年分以降は、ホームページで動画視聴が出来ます。10年分の

※
講
演
者
の
肩
書
き
は
講
演
当
時
の
も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
敬
称
略
。
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相談員さんの『声』 1期から31期509名が相談員に認定されています。
各世代の『声』をお届けします。

1期生  Y. M   

　コロナ禍以後、相談員が急速に減
少しています。しかも全国的に。1
～ 3 期の現役相談員は、1 期生 3 名

（うち1名休務）のみ。2期生・3期生
全員引退。
　電話相談を受ける私たちには、変わらぬ基本姿勢があ
ります。「相談者の話を、先ずそのままに受容する」こと
です。相談者を目の前にいるように思い描くことができ
たケースでは、会話もスムーズに進み、内容を深めるこ
ともできたでしょう。イマジネーション（想像力、構想力、
創作力）を豊かに育てることは、私たちの電話相談を活
き活きとしたものにしてくれます。
　30年前の合宿研修で、リーダーの R.O. さんから、「電
話の前に座ったら、その時間は神様にささげた時間とし
て、全力を注ぐこと、終わったらサラッと忘れてしまう
こと」という鮮烈な言葉をいただきました。この言葉は、
今も私に有効に働いています。
　私たちは、電話がつながっている間だけの一期一会に
全力を注いで参りましょう。私たちは、長崎の・全国の・
世界の相談員たちと共に働いています。一人ではありま
せん、仲間を信頼して、前進していきましょう。心と体
を鍛えて、一日も長く、電話の前にお座りください。

5期生  S. T   

　特に生き方を決めている訳ではあ
りませんが、素直に実直で嘘のない
自分でありたい。無礼なひとだけに
はなりたくない、と思いながら生き

ています。人のご縁とは不思議なもので、互いの心の在
り方で出会いがあり、別れがあります。何も誇れるもの
はありませんが、自分らしく素直に生きて行ければと思
つています。
　私がなぜ相談員として学ぶことを始めたか、職場での

1992（平成 4 ）年 6 月『開設呼び掛け人会』開催
1993（平成 4 ）年 9 月「長崎いのちの電話」名称使用許可
1993（平成 4 ）年11 月 設立発起人総会開催
1994（平成 6 ）年11 月 長崎いのちの電話開局（11月5日）

人との出会いからです。沢山の人が出入りし、言葉も交
わすこともなく、顔だけは知り合いです。毎日の業務の
中で笑顔で挨拶したり、叱り散らされたり、様々な人々
との関り合いがありました。病気が治った、一つの薬が
減っていると喜んで窓口にかけよってくる患者さん。こ
ちらも嬉しくなり共に喜んでいる私でした。そんな仕事
での毎日の日々でした。心ある人であれば、誰でも優し
くなれると思いながら。自分の知らない人生、世の流れ
も沢山あるし、知らない運命との出会いもあることを知
りました。
　魔法の言葉「ありがとう」が大好きで電話をかけてく
れたコーラに最後に挨拶で使います。人生を教えてくれ
る出会いの人々に使います。これは感謝の気持ちを持っ
て生きてゆくうえで欠かせない言葉です。大切なのは何
をどのように感謝するかで、誰かに無理やり言わされる
のではなく、自分が自ら感じとり、言葉にすることです。

「難有」の文字があります。が、「ありがとう」の漢字「有
り難う」は逆にすると「難有り」となります。困難は自分
を成長させてくれると言う感謝の気持ちで、立ち向かっ
ていくべしという教えです。
　人の心の中を理解したりすることは「難有り」です。
相談者の心が壁にぶつかりながら生きて、乗り越えられ
たらと願います。少しでもそんな人たちの生きる希望に
お手伝いできれば、幸せな笑顔を、“今、有るかぎり”つ
づけたい！

9期生  I. N   

　月に数時間ほぼ生活の一部となっ
た相談員ですが、ここでの時間は素
の自分に戻り整えられるような感覚
があります。ここを利用する人々も

自分もそう変わらず他者も自分も弱くて強い存在である
こと、家族の中にいても、集団の中にいても孤独はある
こと。だからこそ他者との繋がりを求めること。あなた
はひとりぼっちではないと言うよりも、私もひとりぼっ
ちですと言うことが時によっては相手に響く共感ともい
えるかもしれません。
　また、話し相手として、気分転換としての利用も増え
ているように思えますが、ただ道を尋ねたくてかけてい
るのだろうと考えるようになりました。自分自身も見知
らぬ人に道を聞いたりすることが度々ありますが、殆ど

1995（平成 7 ）年 4 月 日本いのちの電話連盟に加盟
1995（平成 7 ）年 7 月 スーパービジョン（継続研修）開始
1996（平成 8 ） 長崎法人会の支援スタート

2000（平成12）年 5 月
初代川崎ナヲミ会長ご逝去
柴田芳男会長 2 代目会長に

2001（平成13）年12 月 連盟主催フリーダイヤル開始
2002（平成14）年11 月 社会福祉法人として認可
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の方が普通に爽やかに教えてくれ、そんなちょっとした
親切が清々しく嬉しくなることがあります。道を尋ねら
れたと思って普通に受け入れることでかけてくる方も
安心を得たいのかもともしれないと感じています。昔か
ら遠い親戚よりも近くの他人と言われるように、私たち
は近くの他人であり、見知らぬ隣人であり、話すこと、共に
悩み心寄せることでお互いに助けあっているのかもしれません。
　最近、相談員になられた方も迷い傷つき、思っていた
より大変だと思うこともあるかと思います。続けていく
理由は人それぞれで辞めていく方々を引き留める言葉も
見つけられませんが、共にライフワークの一つとして続
けていってみませんか。心豊かに思える瞬間もきっとあ
るはずです。

12期生  M. K   

　大事な人を亡くし、しばらく誰と
も顔を合わせることが苦しい時があ
りました。うつ状態だったのでしょ
う。「いのちの電話の相談員になり

ませんか」と誘いを受けた時、そんな経験が少しでもお
役に立てることができるかなと思って養成講座を受け、
今に到ります。
　当番の日、今日はどんな方と出会えるのか緊張します。
声だけでつながっているのにとても近く感じます。お返
しの言葉に困ることもあるけれど、この関係を大事にし
なくてはと覚悟します。
　しばらく「あなた」の声に耳を傾けても良い解決策が出
てくることは少ないです。「つらかったね」「よく頑張っ
てきたね」今の「あなた」を受け止めることで精一杯。最
終的には「あなた」が自分の力で先に進んでいかなくては
ならないのです。私はそれを肯定し、応援していきます。
　時々「あなた」から感謝の言葉を聞かせていただくこ
ともあります。いっときはうれしくなりますが、しばら
くするとそれに浸っていてはいけないと反省します。私
の方こそ貴重な話を聴かせていただき、ひと時を共にで
きたことに安堵します。
　今では自分自身が日常生活の中でひとの話を少しは聴
けるようになったのではないかと思う時があります。歳
を重ね色々な経験を経て来たこともあるでしょうが、こ
のボランティアに携わらせていただいたことが大きいと
感じています。私から解決策を示すのではなく、「あな
た」の気持ちを受け止め、今の「あなた」を認める。
　亡き兄が私の話へ余計なことは言わずに「そうか、そ
うか」と相づちだけで応えてくれて心地よかったように。
たくさんの「あなた」に育てていただいたのでしょうか。

16期生  S. F   

　「あのー、話を聞いてもらっても
いいですか？」と、消え入りそうな
声で始まった、ある日の電話。電話
の主は、生まれてから昨日までのこ

とを、ポツリポツリと話し始める。途中、涙声になり言
葉が途切れることも。言葉に詰まったり黙り込んだり、
堰を切って溢れる水のように話すことも。
　私は“あいづち”を打ちながら、“聴く”だけ。時間が過
ぎ去り、沈黙になった時、初めて言葉を発した、「聴くだ
けしか出来ないけど、いつでもかけてみませんか？」と。
　電話の主は、「はい、聴いてくれて有難うございます。
なんかスッキリしました」と、大きな声で応えてくれた。
消え入りそうな声が、元気な声に変ったようには思える
が、電話の主の本心なのだろうか、と私は考えてしまう。
最初の声のトーンとは違ってはいても、安堵するだけで
はなく毎回毎回反省することばかりである。
　ホッとして終わる電話ばかりではないこともある。
　長崎いのちの電話を、子ども相手の相談電話だと思い、
申し込み、精神・法律・心理など専門的なことの講義を
受けた。専業主婦（時々パート）で子育てだけだった私は、
知らないことばかりの講義内容に戸惑うことが多かった。
講座終了後、自宅学習と専門書を読み、県や市、大学な
どが開催する勉強会にも参加した。認定後も毎年養成講
座を聴講して、原点に戻り振り返る日々である。
　どんな対応をしたらいいのか、こんな対応で良かった
のか・・・の迷い・悩みが、尽きることはない。
　今、私の頭の中には、『アドバイスをしないで、聴ける
かどうか～』、先日受講した講座の講師の先生の言葉が、
ぐるぐる回っている。

17期生  M. O   

　20年以上前の話ですが、一時期は
とても親しくしていた年上の友人と、
私の転職や彼女の引っ越しで何とな
く疎遠になっていて「来年はまたラ

ンチでもしようね」というクリスマスカードをもらいま
した。その3 ヶ月後に、別の友人から彼女が自殺したと

2003（平成15）年11 月 設立 10 周年記念公開講演会

2004（平成16）年11 月 開局 10 周年記念公開講演会
（～以後 毎年開催に）

2008（平成20）年11 月 新理事長に長尾博氏就任
15 期生 10 名を認定

2011（平成23）年 2 月「東日本震災フリーダイヤル」開始

同年11 月 開局 17 周年記念講演会
～震災被災者における心のケア～

2012（平成24）年11 月 新理事長に中根允文氏就任
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いう知らせがあり、ショックを受けました。働きながら
大学と大学院で心理学を学び、働く女性のためのカウン
セリングやワークショップを開いていた強く誠実な人で
した。
　年末にひいた風邪を拗らせて肺炎を起こし、ICUで使
われた強い薬のために歩けなくなり、退院してリハビリ
するも予後不良で仕事にも戻れず、ウツになっていたの
です。もちろん私も含めて彼女の友人やワークショップ
の仲間は、あまりにも突然の暗転に驚き、悲しみ、自分
が何か出来なかったものかと苦しみました。
　私が自殺について最初に真剣に考えるきっかけにな
りました。それから数年後、両親の介護で長崎市に帰っ
て来た私は、いのちの電話の相談員募集に応募し、今に
至っています。
　人の悩みは様々で、世の中には私の理解できない世界
があるものだと思います。悩んでいる人の話を聴くこと
で少しでも役に立てれば、と勇気を振り絞って始めたボ
ランティアですが、否応なしに考えさせられ、学ぶこと
も多く、自分なりに成長し、気がつけば救われているの
は他ならぬ私です。同じ思いの素敵な仲間達とも出合い、
私の後半の人生は思いのほか豊かなものになった気がし
ています。

19期生  S. A   

　私が相談員養成講座のお知らせを
目にしたのは、2011年のあの3．11
の大震災の後でした。テレビに映し
出される惨状に涙する日が続いてい

ました。そのような中たまたま自身の学びなおしで得た
知識がいのちの電話でいかされるのではと、申し込むこ
とにしたのです。
　初めに市民公開講座の中で学び、その後より専門的な
対人関係のなかでのコミュニケーションの取り方など学
ぶことができました。最後は宿泊研修ですが、スタート
が一緒で共に学んできた同期の皆さんとも心が繋がり有
意義な養成講座の期間を過ごせました。その後先輩方の
指導を受けながらの実習へとつながり少しずつ相談員と
して成長していくことが出来ました。
　スタート時は還暦目前、自身の生きてきた経験から世
の中の機微は多少理解しているつもりでした。しかし電
話室で取る電話の向こうには喘ぎ苦しむ方々の声が有り
ます。生きづらさ、悲しみ、苦しみを抱える声に少しで
も寄り添ってお話を聴かなくてはと共に涙する時もあり
ます。
　今古希を過ぎこの10年少々で社会の闇を少しだけ垣
間見たような気がします。養成講座の期間、そして相談

員として仲間と共に学ぶ場で用いられる「自殺予防いの
ちの電話」という日本いのちの電話連盟編のテキストが
あります。私はこの中の一節「一人ひとりの身近な人に
目を注ぎ、何かあれば喜んで耳を傾け、時には手を差し
伸べることができる【対話能力のある市民】こそが、電
話でもよい相談員になれる。」という言葉を常に心に刻
まなくてはと思っています。相談員として一人の人とし
てこれからも歩んで行きます。

25期生  H. H   

　2017年に相談ボランティア養成
講座を受講し、その後相談員として
のキャリアをスタートしました。以
来約７年にわたって長崎いのちの電

話に関わっています。
　私が相談員を目指した当時の世相では、平成天皇のご
退位が決まったことが印象的です。また、九州北部豪雨
が発生し、多くの人命が失われるなど社会を揺るがす災
害となりました。海外ではアメリカ合衆国大統領にトラ
ンプ氏が就任し、世界情勢にも大きな影響を与えてい
ます。相談員を目指した動機は「悩み苦しんでいる人の
お役に立ちたい」というよりも、自分には何ができるか、
私なりの自己実現を図りたいという気持ちの方が強かっ
たかもしれません。不確かな時代の流れの中にあっても

「自分は流されずに正しいことを行っている」という立
ち位置が必要だったのでしょうか。
　その後の世界の動きでいえば、新型コロナウイルスの
大流行やロシアによるウクライナ侵攻など、まさに全世
界を不安に陥れるような出来事が押し寄せてきました。
今も一寸先も見えないカオスに包まれた世の中で押しつ
ぶされそうな日常は否応なく続いています。
　かつて３万人を超えていた我が国の自殺者のピークか
らは毎年その数は減少しているというデータは紛れもな
い事実ですが、世の中を覆う得体の知れない「不確かな
空気」は今の日常の中でますます増幅されているように
感じてなりません。私はこれからも、今この時の「日常」
を感じながら、相談者の声に耳を傾けていきたいと思っ
ています。

2012（平成24）年11 月 開局20周年記念講演会・感謝の集い開催
19 期生・13 名認定

2015（平成27）年 春の公開講演会開催（以後、定例化）

2017（平成29）年 社会福祉法人法改正
評議員会が最高意思決定機関となる

2019（平成31）年11 月 開局 25 周年記念公開講演会
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26期生  M. T   

　あなたは「長崎いのちの電話相談
ボランティア募集」用紙を目にした
ことはありますか？私は気になる講
座の受講をしようかな？と、毎年考

えて見るだけでした。
　ある夏の週末の夕暮れ時、親友が自死したと連絡があ
りました。まだ30代前半！ 互いに毎週末には連絡を取
り合い、月に一度は吞みに行く仲だったので衝撃でし
た。
　「何であいつが？」葬儀後、親友の両親から代わりに
愛車に乗ってもらえないかと頼まれた。車内を見ると趣
味で集めていた物や奥さんと子供の写真が沢山ある。そ
してその中に隠すように書類と名刺が・・・「これが理由
か!!」全てが分かった。これまでの会話の中で聞かれ話を
してきた。何故お前がその様な話を聞いてくるのか解ら
なかったが、まあ興味本位だろうと思い互いに話し合っ
た。だが、これがお前が選んだ答えなんだなと。
　親友はこれまで一人で悩み苦しみもがいた。私はその
会話、言葉の意味や内容の奥深さに気づけなかった。気
づいてやれなかった。他人から見れば学歴・経歴共に人
に羨ましがられるが、友人、家族にも相談できずに孤独
でいた。私は支えになってやる事も出来なかった。
　彼との事もあり、現在は一歩前に出て相談ボランティ
アとして電話で話を聴いている。心の底からの想いを傾
聴し共感する。会話が嚙み合わない時もあるが想いは届
いていると感じる。
　別れ際に「電話に出てくれてありがとう」の一言で。

29期生  Ｙ . Ｙ   

　令和３年は、「ダイヤモンド・プリ
ンセス号」の新型コロナウィルス感
染者発生から始まり、緊急事態宣言
が出されて、市中のマスクが店頭か

ら消え、延期された東京オリンピックが開催された年で
した。３密を避ける生活様式が日常になり社会が変わり
始めた時に定年を迎え、「あなたはもう若くない。もうお
呼びではありませんよ。」と告げられているような気が
して落ち込んだ中で新しい生き方を模索していました。
そんな時に「いのちの電話」の活動をパンフレットで知っ
たのです。
　これまでと違った社会との新しい繋がり方を求めて
参加した電話相談は驚きと発見の連続でした。電話の向

こうには顔も年齢も、たまには性別さえ迷うような人た
ちがいました。顔が見えないからこそ外出着を脱ぎ捨て
て裸のままで話すことができる、悩みを抱えた人たちで
す。
　電話相談は電話を通して感じる雰囲気と聞こえてくる
言葉だけをたよりに相手を理解し言葉を選びながら返答
します。これはボケかけた頭をフル回転する必要があり
ました。また、相談員は電話の内容を外部に漏らさない
よう守秘義務の徹底を求められることから、内部の相談
員どうしは、ある面で同志的な繋がりができました。
　色々な人が居り、色々な考え方を知り、相手に寄り添
いながら自分もまた寄り添われていることを知ります。
相手を思いやりながら電話で話すことができれば、定年
もなく社会との繋がりは途絶えることはありません。あ
りがたいことです。

30期生  R. K   

　「なんとなく寂しいのです。」「わ
かります。寂しい気持ちは誰にでも
訪れるものですね。人間関係や日常
の変化によって、時々感じることが

あります。でも、大丈夫ですよ。一人で感じているとき
でも、あなたは一人じゃないんです。ここに私がいます
から、お話しませんか？」
　さて、これは誰が答えているでしょうか？そう、AI

（Copilot）です。試しに聞いてみましたが、なかなか凄い
回答力だなあと思いました。生身ではないので、何度で
も同じことを聞いたりしても嫌がったりしません。いの
ちの電話もAI担当と生身担当とが併存する時代が来る
かもしれません。
　とはいえ、やはり、電話のこちらと向こうに生身の誰
かがいるという関係がいのちの電話の意味なのだろうと
は思います。私は30期生ですので、まだ認定されてから
1年弱のひよっこです。電話をとるときにはドキドキし
ます。声とかすかに聞こえる音だけをたよりとして、電
話線の向こうにいる方の姿を想像して声を送ってみます。
ときには呆れられたり、怒られたり、ガチャンと中断さ
れることもあります。そう、いたらない点が多々あるの
です。AIは完璧すぎてかつ迅速なところが、逆に相談と
いう点では弱点なのかもしれません。
　電話をかけられた方の苦しみや寂しさと、電話を受け
た私の戸惑いや無力感やいたらなさなどが行きつ戻りつ
折り重なり、ポロポロ落ちながら続くキャッチボールの
中で、ああ、どこのだれかはわからないけれど、ヒトと
ヒトとが共にいるという感覚になることができる気がし
ます。

2024（令和 6 ）年 6 月「佐世保分室」開設
2024（令和 6 ）年10 月 31 期生・11 名認定（累計 509 名）

2020（令和 2 ）年 コロナ禍 世界を揺るがす
「毎日ＦＤ」開始

2021（令和 3 ）年 6 月 古賀義理事長就任
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事務局長10年 小史 �長崎いのちの電話の活動に関わって20年。事務局長として10年が経過しました。
そんな私の目から見た10年間の歩みです。（常務理事・事務局長 田村繁幸）

2015（平成27）年　　
　4月=前任の川崎澄夫事務局長（令和6年4月ご逝去）
の任期途中の退任を受けて、田村が事務局長に就任。
　この年から「春の公開講演会」が定例開催となりました。
講師は前田和明先生、テーマは「ストレス社会をどう生
きるか」

2016（平成28）年
　4月14日21時26分=熊本・大分を襲う「熊本地震」発
生。「本震」という言葉を初めて耳にしたのもこの時でし
た。特に熊本の被害は甚大で、熊本センターの旧知のお
仲間の安否が知れず落ち着かない日々を過ごしたのを思
い出します。

2017（平成29）年
　社会福祉法人法制が大幅に変わり、「評議員会」が法人
組織のトップに置かれるようになりました。私たちの場
合は、相談員さん代表等で組織される「運営協議会」が
実質的な最高意思決定機関であることは従前と変わりが
ありません。

2018（平成30）年
　9 月 =「第 17 回九州沖
縄地区いのちの電話ワー
クショップ北九州大会」
開催。2年に一度地区内
の相談員さんらの集う
研修会です。懇親会では、
北九州の冨安先生を中心
に参加者皆が壇上で合唱
したことを懐かしく思い
出します。

2019（平成31・令和元）年
　11月5日=開局25周年記念日。記念公開講演会では、
川北稔先生に「中高年のひきこもり～ 80・50問題の実態
と背景～」をテーマに講演していただきました。『ハチマ
ルゴーマル』は、今は『キューマルロクマル』と、より深
刻化しています。

2020（令和2）年
　11月27日=中根允文理事長（当時）が、長崎新聞文化
章を受章。例年は多くの来賓や関係者で賑う贈呈式は、

「コロナ禍」で3名の受章者と夫々の付添数名のみ参列。
私も付添の一名として寂しくも一生の記憶に残る式典参
列でした。

2021（令和3）年
　6月=中根先生から古賀義先生に理事長バトンタッチ。
8名の内、半数が女性理事さんに。大きな転換点となり
ました。
　長崎法人会様のご支援開始から25年の節目の年に。変
わらぬご厚情に一同心より感謝しております。

※
中
根
先
生
受
章
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喜
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を
伝
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崎
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記
事
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27
日
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。
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2022（令和4）年
　5月=「土曜の深夜・早朝　相談電話受信」開始から15
年となりました。2008年5月から第3土曜日。2009年11
月からは、第1土曜も加え月2回は終日相談体制を築き
ましたが、「365日眠らぬダイヤル」には道遠し、の感が
あります。

2024（令和6）年
　6月4日=「佐世保分室」で電話相談活動スタート。佐
世保・県北地区から長崎市内に通う相談員さんの時間的・
経済的負担軽減を図り、今後は平戸・松浦方面からの相
談員希望者が増えることを切に願っての開設です。

川崎前事務局長から後任を打診さ
れ、お受けしてから早や10年が
経過しました。当初は川崎さんの
残任期間限定のリリーフくらいの
積りでいましたが、長く居座って、
今日に至っております。右上は事
務局長就任時の『たより』紙上、挨拶文ととも
に掲載された顔写真。左下は今のものですので、
こうして客観的に比べて突き付けられると、確
実に10年が経過し徒に馬齢を重ねていること
がよく分かります。「人生百年時代」とはいえ、
日々恙なくボランティア活動に精励出来ている
今の内にしっかりとした後任事務局長を探すの
が務め。開局30年周年を迎えての課題です。

10
年
を

　
振
り
返
っ
て
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